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研究成果の概要（和文）：本研究はクロポトキンのアナキズムが日本を経て朝鮮に流れ込む過程でどんな差が発
生したのかを朝鮮プロレタリア芸術家同盟(KAPF)の代表の劇作家宋影(ソンヨン)の作品を通じて確認した。
朝鮮のアナキズムは大杉栄の著作から多くの影響を受けた。特に大杉栄が翻訳したクロポトキンの『相互扶助
論』と『クロポトキン研究』は朝鮮のアナキズム及び初期社会主義の思想的基盤を形成するうえで大きな影響を
及ぼした。一方、日本と朝鮮のアナキズムは、クロポトキンとその媒介者としての大杉栄という関連にもかかわ
らず、Anarcho-syndicalismeとAnarcho-communismeという差が確認される。

研究成果の概要（英文）：The study identified the difference and the process of Kropotkin's anarchism
 flowing into Joseon through Japan through the works of Song Young, a leading playwright at the 
Korea Proletarian Artist Federation. Anarchism in Joseon was influenced by Osugi Sakae's writings. 
In particular, Kropotkin's "Mutual Aid" and "Kropotkin Research" translated by Osugi Sakae had great
 influences on the formation of anarchism and early socialism in Joseon. Meanwhile, Anarchism in 
Japan and Joseon was different in its aspects, despite its association with Kropotkin and its 
intermediaries, Osugi Sakae. If Osugi Sakae advocated the Anarcho-syndicalism, in Joseon's case, the
 Anarcho-communism was the mainstream.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は西洋の思想、特にクロポトキンのアナキズムが東アジアに流れ込む過程で思想の主要な通路として日本
を発見したところに重要な成果がある。また、そのような内容を大杉栄と宋影という日本と朝鮮の特定作家と彼
らの著作を通じて具体的に証明したという点で重要な成果を上げた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
 

１．研究開始当初の背景 

(1) 1920 年代から 1940 年代の韓国のプロレタリア文学と演劇についての研究する過程で、日
本の影響がきわめて大きいという事実を知るようになった。日本の思想的動向が、韓国近代文
学と近代演劇に思った以上に多大な影響を及ぼしているためだ。韓国近代文学を牽引してきた
作家の大多数が日本留学派であったという点を勘案すると、1920 年代から 1940 年代の韓国文
化界のこのような傾向は当然の結果だということができる。でも、韓国文学史において作家た
ちの日本体験はそれほど重要視されておらず、結果的に韓国文学史の多くの部分で解釈の誤謬
を産むこととなった。したがって、韓国近代文学研究にあって日本との比較並びに影響関係を
把握することはきわめて重要であり、このような比較文学的観点は韓国文学史の誤謬を正し、
再解釈を可能とする新しい基準になると思った。 
 
(2) 本研究で特に注目した作家は、1920 年代から 1930 年代の韓国プロレタリア文学を代表す
る小説家であり劇作家である宋影である。ここで本研究者が注目したのは宋影が 1920年代の初
めに日本で生活していたという事実である。当時日本にはクロポトキンの著作が大杉栄によっ
て翻訳、出版されており、アナーキズムに対する日本の思想界の関心もやはり高かった。した
がって、本研究では日本思想界のこのような雰囲気が宋影に影響を及ぼしているという仮説を
たて研究を始めた。 
 

 

２．研究の目的 

(1) 本硏究の目的は比較文学、思想、文化的観点から日本で翻訳されたクロポトキン（Pjotor 
Alekseevich Kropotkin、1842-1921）のアナーキズム 思想が朝鮮社会主義作家特に宋影
(1903-1978)に及ぼした影響を明らかにすることであった。特に大杉栄(1885-1923)によるクロ
ポトキンの翻訳書『相互扶助論』に注目した。 
 
(2) また、宋影の日本体験に注目した。すなわち宋影が日本に滞在していた時期に日本の思想
界から受けた影響、とくに大杉栄が翻訳したクロポトキンの著作の影響過程を綿密に分析しよ
うとした。これを通じて、西洋で伝播した東アジア思想の潮流の中で、日本の影響や東アジア
的同一性と差異を確認しようとした。 
 

 

３．研究の方法 

(1) 本研究は研究対象の時代（1920 年代から 1930 年代）の日本と韓国両国の思想史、文学史
においてアナーキズム思想がどのような過程と方法で受容されたのかを比較文化的観点で文献
調査の方法により整理、検討した。韓国でクロポトキンがどのような経路によって翻訳され、
どのような方法で解釈されたのかを日本の場合と比較対照させることによって、両国の思想的
影響関係をなるべく明確に確認しようとした。 
 
(2) また、ライフヒストリー研究の方法を取り入れて作家宋影が日本で滞在していた時期、彼
の活動の詳細、朝鮮へ帰国後接触した人物と団体についての追跡調査を進めた。 
 
 
４．研究成果 

本研究の成果を簡略に要約すると以下のようになる。 

 

(1) まず日露戦争前後に日本に受け入れられ始めたアナキズム思想は植民地朝鮮にも流入しま

したが、当時、朝鮮のアナキズムは大杉栄の著作から多くの影響を受け取ったことが確認でき

た。 

 

(2) 特に大杉栄が翻訳したクロポトキンの『相互扶助論-進化の一要素』(春陽堂、1917)と彼の

『クロポトキン研究』(アルス、1920)は朝鮮のアナキズム及び初期社会主義の思想的基盤を形

成するうえで大きな影響を及ぼした。 このような事実は 1920 年代初期に朝鮮のアナキズム関

連著作の大半が大杉栄の翻訳だったということを通じて確認することができた。 

 

(3) 一方、日本と朝鮮のアナキズムは、クロポトキンとその媒介者としての大杉栄という非常

に興味深い差異を持っていた。大杉栄がクロポトキンの Anarcho-communisme を批判し、

Anarcho-syndicalisme を主張し、思想の変化を見せた一方、朝鮮の場合、大杉栄が媒介になっ

たにもかかわらず、クロポトキンの Anarcho-communisme を主な潮流として受け入れたというこ

とだ。このような差は、帝国と植民地という状況の違いで発生したものと判断される。 

 



(4) 本研究の対象作家である劇作家宋影(ソンヨン)の作品を通じて、日本と朝鮮のアナキズム

受入れの様相の違いが確認された。朝鮮プロレタリア芸術家同盟(KAPF)の代表の作家宋影の作

品<蚊が無くなるわけ>(『芸術運動』、1927.11)と<正義とカンバス>(『朝鮮文芸』、1929.5)は大

杉栄の翻訳によるクロポトキン受容の観点からみたとき、新しい解釈を可能にしてくれた。こ

れまでこれらの作品は社会主義思想を基盤に創作された作品として知られてきた。しかし、本

研究を通じてこれらの作品はアナキズムを基盤に創作された作品であることが確認された。特

に大杉栄によって翻訳されたクロポトキンが朝鮮に収容された状況をもとにクロポトキン著作

の内容を綿密に分析した結果、これらの作品はクロポトキンの『相互扶助論』の作品化及びク

ロポトキン思想の核心を作品化したものであることが明らかになった。 

 

(5) また、社会主義思想を作品化したという既存の学説と違って、宋影がアナキズム思想を作

品化したことを証明するために試みたライフ·ヒストリー研究方法を通じて、作家の宋影の初期

活動内容を一部再構成することができた。 このうち最も有意義な部分は、彼の習作時代に耽読

した作品、活動した団体の思想的起源を確認したという点だ。 特に彼が書いた｢東京、回顧、

東京-二週間の電光的記錄｣(『対照』、1930.4)は習作時期の宋影の活動履歴や思想の流れを確認

することができる非常に貴重な資料として改めて検討が必要なものと考えられる。また、宋影

は在日朝鮮人思想団体黑濤会(1921)の後身である北星会(1923)のソウル支部の北風会(1924)と

関わった人物だったことを確認した。社会主義運動を標榜したこの団体は、その思想的起源に

アナキズムを受け入れた団体であり、特にアナキズムと社会主義が分化されていなかった朝鮮

の思想運動界の起源と展開過程などの特徴をよく示す団体だった。 

 

これらの研究成果を踏まえ、本研究者は 2018 年 11 月 24 日に開催された韓国文学言語学会で 

｢宋影、大杉栄そしてクロポトキン｣というタイトルで、当時までの研究成果を発表した。 以後、

この学術大会で提起された様々な助言を参考に論文を執筆中だ。 
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